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ピッチンニの“コメディ・ラルモワイヤント”からの脱却？
――　ピッチンニ作曲・喜劇オペラ《ニセのトルコ人》(1762, Napoli) の源流となる新発見台本資料(1749, Napoli)と、《アメリカのナポリ人》(1768, Napoli) との比較から明らかになる1760年代の様式転換 ――
ピッチンニは、1760年《チェッキーナ》（ローマ初演）によって“コメディ・ラルモワイヤント”の様式を作り出したといわれているが、その影響があまりに大きかったのか、彼が1776年まで活躍したイタリア時代の評価、さらにはこの時代の喜劇オペラ全体はおしなべてこの視点から語られてきたように思われる。

しかし、ピッチンニが活動の本拠とした喜劇オペラの中心地、ナポリでは、1760年代中期から70年代にかけて、それを“高級”なものにしようという野望を持った敏腕興行師ジェンナーロ・ブランキ（活躍1764-1776）が登場し、従来民間でのみ楽しまれていた喜劇オペラが王宮に“公式に”持ち込まれただけでなく、作品そのものの高踏化が図られ、まさにジャンルとしての転換期を迎えていた。そして、この潮流を作り出したブランキと共作したピッチンニもまた、1760年代中期前後にその喜劇オペラの作風を大きく変化させていたことはまだ誰も指摘していないことである。

本発表は、上記の潮流を明らかにする試みを、ブランキの登場の前と後にナポリで初演された作品群の中から、さらに1760年代にかけてナポリで急速に流行した“異国”要素が用いられたものというフィルターをかけることで絞られた《ニセのトルコ人》(1749), 《アメリカのナポリ人》(1768)の2作品の構造分析から行うものである。

まず、分析に際し、山田によって新発見されたピッチンニの《トルコ人》の原作となる、1749年コッキ作曲によって初演された同名のオペラ台本と、ピッチンニ版台本の比較を行い、1749年版から62年版において、ブッファ役、セリア役が分けられて両者は舞台上で絡まないという点で、大きくその趣味は変化しておらず、ピッチンニも原作に忠実であったことを明らかにする。

その上で、ピッチンニ版《トルコ人》と、1768年にブランキによって興行された《ナポリ人》の構造比較を行うが、後者はわずか6年後の作品であるにもかかわらず、作劇上のコンセプトの変化に加え、音楽的にみても重唱が充実させられる一方で、短調の曲が5曲からわずか1曲に減らされ、ダ・カーポ・アリアは完全に消失するなど、大きな様式転換があったことを指摘する。

これは、ブランキによる“新企画”だったのであろうか、はたまたピッチンニ自身による、“コメディ･ラルモワイヤント”作曲家としてのレッテルからの脱却であったのだろうか？

なお、発表者は上で分析とする《アメリカのナポリ人》の楽譜校訂を行い、仏政府の援助、ならびに“トゥルキーニ”の演奏を得て、2005年10月5日アンブロネ古楽祭において世界復活初演を手がけるほか、《ニセのトルコ人》も同じく、発表者が校訂チームを率い校訂作業を行っており、プーリア州等の援助、Paternostro率いる古楽団によって2006年6月に復活初演が行われる予定である。さらに上記二つの実演を踏まえたこの研究成果は、2007年のジュネーブで開催される国際音楽学会国際大会で発表される予定となっている。

